
MSA-P / MSA-C 初回評価5分フロー記録シート

破綻点・安全域・条件固定を 1 枚で記録

基本情報

患者ID 評価日

評価者 場所

1. 赤旗確認（該当時は中止・報告）

前失神・失神 急な呼吸苦

湿性嗄声・むせ増悪 強いふらつき急変

対応メモ

2. 初回5分フロー（安全と方向づけを優先）

30秒

赤旗確認

90秒

起立・歩行�安全域

60秒

病型の�あたり

60秒

OH・嚥下�疲労

60秒

条件固定

3. MSA-P / MSA-C 評価優先順位の比較

観点 MSA-P 優位 MSA-C 優位 記録の要点

転倒・歩行 開始・方向転換・狭所で破綻 左右動揺・測定過大・予測困難 破綻点 / 安全域

上肢・ADL 動作緩慢・固縮で手間取る 協調性低下・手先操作が乱れる 主訴課題を1つ固定

OH 離床制限の要因になりうる ふらつきと混同しやすい 姿位・症状・回復

嚥下・疲労 小声・むせで負荷量が変わる 姿勢不安定と絡みやすい 食後・会話後の変化

4. 初回評価記録欄（次回比較できる形で残す）

病型のあたり □ MSA-P優位　□ MSA-C優位　□ 混在　□ 判断保留

破綻点・安全域 歩き出し / 方向転換 / 停止 / 体幹動揺 / 前失神 / むせ など

条件固定 時刻・内服後・食前後・補助具・靴/装具・介助量

次回確認 同じ条件で見る項目、チーム共有したい注意点

5. 再評価メモ・チーム共有

前回との差分 次回の観察ポイント
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